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令和2年
第2回定例会

会　期
6月2日（火）〜3日（水）

6/2 一般質問
　中野議員・寺嶋議員� （Ｐ４）

　田代議員・南雲議員� （Ｐ５）

　唐澤議員・平野議員� （Ｐ６）

6/3 議案審議等
　�議案４件（条例改正３件・補正

予算）、同意８件（農業委員会委

員）、報告３件（繰越明許費）、発

議１件（条例改正）、追加議案１

件（補正予算）、各種報告などが

行われ、閉会しました。

条
例
改
正
・
補
正
予
算
・
発
議

▼
松
田
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
の
公
布
に
伴
い
、
損
害

補
償
額
の
算
定
基
礎
と
な
る

補
償
基
礎
額
の
引
き
上
げ
な

ど
が
行
わ
れ
た
た
め
条
例
改

正
す
る
も
の
で
す
。

訓練中の消防団員

▼
松
田
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の

算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行

に
伴
い
、
保
険
料
率
の
特
例

に
つ
い
て
一
部
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
６
３
３
２
万
７
千
円

新
松
田
駅
南
口
駅
前
広
場
整

備
事
業
の
町
債
及
び
公
立
学

校
情
報
機
器
整
備
費
補
助
金

の
増
額
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
９
０
５
８
万
２
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
63

億
８
３
９
９
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
住
民
生

活
へ
の
影
響
及
び
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
に
鑑
み
、
政
務

活
動
に
係
る
経
費
を
議
員
の

自
己
負
担
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
例
措
置
と
し
て
令
和

２
年
度
の
政
務
活
動
費
を
支

給
し
な
い
一
部
改
正
を
、
議

員
12
人
全
員
に
よ
る
発※

議
第

１
号
を
行
い
ま
し
た
。

※
発
議
…
地
方
自
治
法
第
１

１
２
条
ほ
か
に
規
定
す
る
議

員
提
出
議
案

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
策
と
し
て
子

ど
も
子
育
て
支
援
国
庫
交
付

金
等
に
よ
る
学
童
保
育
等
へ

の
保
健
衛
生
用
品
購
入
費
の

追
加
、
政
務
活
動
費
交
付
金

の
減
額
、
議
会
先
進
地
視
察

研
修
の
中
止
に
伴
う
減
額
な

ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

４
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
63
億
８
６
４
１

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

第
２
回
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
後
の
６
月
２
日
か
ら
３
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
一
般
質
問
は
内
容
を
緊
急

な
も
の
に
絞
り
、
町
長
か
ら
の
回
答
を
書
面
配
付
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
的
確
な
質
問
回
答
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
１
回
定
例
会
か
ら
引

き
続
き
、
課
長
職
の
出
席
人
数
を
説
明
等
に
支
障
が
無
い
範
囲
と
し
て
密
を
解

消
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
傍
聴
席
が
５
席
し
か
確
保
で
き
ず
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
ご
理
解
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
補
正
予
算
２
件
（
１
件
は
追
加

議
案
）
を
審
議
し
、
人
事
案
件
８
件
（
農
業
委
員
会
委
員
）
の
同
意
、
報
告
３

件
（
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
）
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響

及
び
社
会
経
済
情
勢
を
鑑
み
、
令
和
２
年
度
の
政
務
活
動
に
係
る
経
費
を
議
員

の
自
己
負
担
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
議
員
全
員
に
よ
る
「
発
議
第
１
号　

松
田

町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
可

決
し
ま
し
た
。
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継
続
審
査

報
告
・
同
意

▼
松
田
町
公
園
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

施
設
の
維
持
管
理
に
要
す

る
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
並

び
に
持
続
的
か
つ
安
定
し
た

施
設
の
運
営
を
図
る
た
め
、

４
つ
の
条
例
（
松
田
町
公
園

条
例
、
松
田
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
松
田
町
西
平
畑

公
園
管
理
交
流
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、

松
田
町
自
然
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
）
を
一

括
し
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

複
数
の
条
例
の
一
部
改
正

で
あ
る
こ
と
や
、
入
園
料
等

の
新
設
、
ふ
る
さ
と
鉄
道
乗

車
料
等
の
値
上
げ
な
ど
改
正

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

審
査
中
の
条
例
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
松
田
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
事
業
、
町
道
寄
11
号
線
災

害
復
旧
工
事
な
ど
７
事
業
、

３
億
２
８
７
９
万
５
千
円
を
、

令
和
２
年
度
へ
繰
越
し
た
計

算
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
元
年
度
松
田
町
上
水

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

神
山
配
水
池
緊
急
遮
断
弁

更
新
工
事
１
７
６
０
万
円
を
、

令
和
２
年
度
へ
繰
越
し
た
計

算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
元
年
度
松
田
町
寄
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

　

施
設
更
新
工
事
１
６
８
６

万
円
を
、
令
和
２
年
度
へ
繰

越
し
た
計
算
書
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

７
月
19
日
に
任
期
が
満
了

と
な
る
た
め
、
次
の
方
の
任

命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

鍵
和
田　

功　

氏（
再
任
）

　

古
谷　
　

康　

氏（
再
任
）

　

内
藤　

慶
司　

氏（
再
任
）

　

遠
藤　

春
夫　

氏（
新
任
）

　

渋
谷　

清
司　

氏（
新
任
）

　

佐
野　

晃
一　

氏（
再
任
）

　

桐
生　

千
春　

氏（
新
任
）

　

吉
田　

輝
夫　

氏（
再
任
）

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
８
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

産業厚生常任委員会で審査中の条例の主な改正点
第１条　松田町公園条例の一部を改正する条例
　〇入園料に関する規定（町民等入園料免除規定あり）を新設

新　入　園　料　【18歳以上】1回　500円　　【6歳以上18歳未満】1回　300円
　〇指定管理者に関する規定を改正
　〇ふるさと鉄道乗車料、年齢区分を改正

現　乗　車　料　【12歳以上】1回　300円　　【3歳以上12歳未満】1回　200円
改　乗　車　料　【18歳以上】1回　500円　　【3歳以上18歳未満】1回　300円

第2条　松田山ハーブガーデンの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　〇レストラン、工房等の専用使用に関する規定及び使用料を新設

新　レストラン使用料　【1時間】10,000円　　【1ケ月】140,000円
新　工房使用料　　　　【1時間】 2,000円　　【1ケ月】 30,000円

第3条　松田町西平畑公園管理交流施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　　　 ※この施設は、一般的に「子どもの館」と呼ばれています。

〇入館料に関する規定を新設 新　入館料【18歳以上】500円　【6歳以上18歳未満】300円
　〇専用使用に関する使用料を改正

現　【１階】1時間　 300円 【2階】1時間　 100円 【1・2階】1時間　 400円
改　【１階】1時間　10,000円 【2階】1時間　3,000円 【1・2階】1時間　13,000円

第4条　松田町自然館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
〇入館料に関する規定を新設 新　入館料　【18歳以上】500円　【6歳以上18歳未満】300円

〇観察室等の専用使用に関する規定及び使用料を新設 新　観察室使用料　1時間　10,000円

※上記料金のうち、現は「現行」で定額、改は「改正案」、新は「新設」でそれぞれ上限額。

農業委員会委員の現地調査
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町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
は
全
国
で
１
万
６
千
人

を
超
え
、
収
束
の
目
途
が
立

っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
次

の
点
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

⑴　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
症
状
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
希
望
す
る
人

が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
小
田
原
保
健
福

祉
事
務
所
足
柄
上
セ
ン
タ
ー

管
轄
内
に
集
合
検
査
場
の
設

　

全
世
界
を
震
撼
と
さ
せ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
！
今
ま
で
人
類
が
経
験
、

想
定
も
し
な
か
っ
た
事
態
が

猛
威
を
振
る
い
、
現
代
の
科

学
を
も
っ
て
も
完
全
な
る
対

処
が
見
い
だ
せ
な
い
中
、
国

家
を
挙
げ
て
の
危
機
管
理
対

策
を
講
じ
て
い
る
が
先
が
見

え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
全

国
の
自
治
体
で
も
、
町
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の

考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
練
ら
れ
て
お
り
、
松
田
町

で
も
い
ち
早
く
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
収

束
が
来
る
の
か
、
町
民
の
不

安
も
増
大
を
し
て
い
ま
す
。

　

予
測
で
き
な
い
「
暗
中
模

索
」
の
中
と
は
思
い
ま
す
が
、

今
後
の
更
な
る
町
と
し
て
の

置
拡
大
を
働
き
か
け
る
こ
と
。

⑵　

大
幅
な
収
入
源
と
な
っ

た
人
へ
の
上
下
水
道
料
金
の

減
免
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
一
律
２
万
円
支
給
、
今

後
を
見
据
え
た
中
小
事
業

者
へ
の
休
業
補
償
と
し
て
、

「（
仮
）
感
染
拡
大
防
止
協

力
金
」
を
給
付
す
る
こ
と
。

　
⑶　

新
た
な
段
階
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
の
考
え
方
は
。

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

想定できる
あらゆる支援策を

回答（町長）

　

国
の
緊
急
事
態
宣
言
に
先

駆
け
、
町
の
基
本
方
針
を
定

め
、
４
月
２
日
に
は
町
対
策

本
部
を
設
置
し
、
そ
の
後
国

の
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
対

策
本
部
に
移
行
し
た
。
今
回

は
住
民
生
活
や
中
小
企
業
等

に
甚
大
な
影
響
が
出
て
い
る

こ
と
か
ら
補
正
予
算
に
よ
っ

⑴　

足
柄
上
地
域
内
で
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
医
師
会
で
実
施

し
、
予
約
制
で
行
わ
れ
る
。

対
象
者
が
多
く
な
り
検
査
の

体
制
を
拡
充
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
に
は
、
医
師
の

人
数
を
増
や
し
て
い
く
と
聞

い
て
い
る
。

⑵　

上
下
水
道
料
金
の
支
払

い
が
困
難
な
方
は
、
個
々
の

事
情
に
応
じ
て
支
払
い
猶
予
、

減
免
の
救
済
措
置
が
あ
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
世
帯
に
５
万
円
給

付
さ
れ
る
。

⑶　

緊
急
事
態
宣
言
が
条
件

付
き
で
解
除
さ
れ
、
「
新
し

い
生
活
様
式
・
ま
つ
だ
ス
タ

イ
ル
」
と
し
て
国
や
県
か
ら

示
さ
れ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
を

示
し
、
ま
た
、
独
自
の
取
り

組
み
を
す
る
。

て
町
民
の
生
活
支
援
や
経
済

的
対
策
、
教
育
関
係
、
子
育

て
支
援
等
を
推
し
進
め
て
い

る
。

　

今
後
の
更
な
る
支
援
策
と

し
て
国
の
第
２
次
補
正
予
算

を
活
用
し
、
様
々
な
生
活
や

経
済
支
援
、
感
染
リ
ス
ク
対

策
を
図
っ
て
行
く
。
こ
の
取

り
組
み
を
実
行
す
る
た
め
に

は
予
算
の
確
保
が
必
要
と
な

り
、
そ
の
予
算
に
も
限
り
が

あ
る
た
め
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
進
め
て
い
く
。

感染症防止対策は
新しい生活様式・
まつだスタイルで

回答（町長）

史
上
初
と
な
る

「
緊
急
事
態
宣
言
」発
令
を
受
け
て

質
問
者

　

中
野　

博　

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
及
び

緊
急
経
済
支
援
策

質
問
者

　

寺
嶋　

正　

議
員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
と
し
て
、
去

る
４
月
17
日
の
臨
時
会
に
お

い
て
、
松
田
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
で
６
０

０
０
万
円
の
事
業
費
が
可
決

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
当

町
独
自
の
も
の
で
、
町
民
の

生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た

め
に
他
の
自
治
体
に
先
が
け

て
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
収
入
が
減
り
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
家
庭
に
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
食

品
の
提
供
の
支
援
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
こ
と
を
伺
い
ま

す
。

⑴　

現
在
、
町
社
協
で
は
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
生
活
困
窮

者
に
提
供
す
る
食
料
品
の
寄

付
の
受
付
）
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
町
社
協
と
は
別

に
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
食
品

を
企
業
や
一
般
家
庭
か
ら
寄

贈
を
う
け
て
、
食
料
等
を
必

要
と
す
る
困
窮
家
庭
に
対
し

て
無
償
で
提
供
す
る
フ
ー
ド

バ
ン
ク
事
業
を
、
県
西
２
市

８
町
を
中
心
に
展
開
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ
り
ま
す
。

　

当
町
と
し
て
町
・
社
協
が

当
該
法
人
と
連
携
し
、
幅
広

は
、
走
り
な
が
ら
の
作
業
で

あ
っ
た
と
推
察
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

補
正
予
算
の
う
ち
７
０
０
万

円
が
予
備
費
に
計
上
さ
れ
、

そ
の
後
の
状
況
に
よ
り
対
応

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

売
り
上
げ
の
激
減
し
た
商
店

等
の
テ
ナ
ン
ト
入
居
者
に
対

す
る
家
賃
の
支
援
に
つ
い
て
、

町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

国
は
、
売
り
上
げ
が
大
幅

に
減
少
し
た
事
業
者
に
対
し
、

家
賃
は
最
大
６
ケ
月
間
・
毎

月
50
万
円
ま
で
の
支
援
を
予

定
し
て
い
る
。
町
内
商
店
等

で
、
事
務
所
を
賃
貸
さ
れ
て

い
る
テ
ナ
ン
ト
数
は
約
１
１

０
軒
と
試
算
し
、
そ
の
８
割

程
が
国
の
仮
称
「
特
別
家
賃

支
援
給
付
金
」
の
対
象
に
な

る
と
推
定
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

ま
ず
町
内
事
業
者
の
声
に
耳

を
傾
け
、
国
の
支
援
策
が
ど

の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
る
の
か

を
見
極
め
な
が
ら
、
町
独
自

の
支
援
策
で
の
対
応
を
予
定

し
て
い
る
。
困
っ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
必
要
な
時
に
、
予
備

費
を
使
う
準
備
を
し
て
い
く
。

く
食
品
の
提
供
が
で
き
る
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

⑵　

生
活
困
窮
世
帯
に
ス
ム

ー
ズ
に
食
品
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
周
知

の
工
夫
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
伺
い
ま
す
。

生活困窮者に支援
が届くよう体制を
整える

回答（町長）

⑴　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
は
、

食
料
の
提
供
の
協
力
を
い
た

だ
け
る
確
認
が
と
れ
て
い
る
。

今
後
、
町
が
パ
イ
プ
役
を
担

う
こ
と
で
、
生
活
困
窮
者
の

方
の
手
元
に
支
援
が
行
き
届

く
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
く
。

⑵　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
利
用

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
に

周
知
が
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味

の
な
い
も
の
と
な
る
。
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
を
効
率
よ
く
受

け
手
に
届
け
る
た
め
、
町
広

報
号
外
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方

た
ち
の
見
守
り
を
通
じ
て
の

周
知
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
職
を
探
し
て
い

る
方
へ
は
職
業
安
定
所
に
案

内
を
置
く
な
ど
様
々
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
周
知
し
て
い
く
。

必要な時には
予備費での対応を
考える

回答（町長）

質
問
者

　

田
代　

実　

議
員

感
染
症
対
策
事
業
に
お
け
る

家
賃
支
援
に
つ
い
て

生
活
困
窮
世
帯
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

活
用
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問
者

　

南
雲  

ま
さ
子　

議
員

新松田駅付近のテナント
注：家賃補助とは関係ありません

フードバンクが提供する食料品
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
、
町
長
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

⑴　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
契
機
に
、
防
災
や
緊
急
時

対
応
、
男
女
共
同
参
画
に
よ

る
女
性
の
社
会
進
出
の
増
加

に
伴
う
産
前
産
後
休
暇
等
へ

の
対
応
も
期
待
で
き
る
新
生

活
様
式
の
一
つ
と
し
て
、
職

員
・
議
員
に
お
け
る
リ
モ
ー

ト
化
が
必
須
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
と
ご

予
定
は
。

⑵　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
入
院
す
る
際
に
ペ

ッ
ト
が
お
き
ざ
り
に
さ
れ
る

と
い
う
現
状
が
あ
り
、
災
害

時
に
も
同
様
な
こ
と
が
起
き

て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
の
共

生
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る

松
田
町
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
預

り
の
対
応
や
防
災
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

新しい生活様式の
実現に向けて

回答（町長）

⑴　

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
、
働
き
方
改
革
の
一
つ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
す
る
と
同
時

に
、
財
源
負
担
や
コ
ス
ト
削

減
・
広
域
連
携
を
視
野
に
、

神
奈
川
県
情
報
シ
ス
テ
ム
組

合
と
連
携
し
、
実
現
に
向
け

て
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

⑵　

町
が
主
体
的
に
預
か
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
民
間

企
業
が
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
ペ

ッ
ト
を
無
償
で
預
か
る
サ
ー

ビ
ス
や
、
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
も
検
討
に
入
っ
て
い
る

の
で
、
情
報
を
整
理
し
て
提

供
す
る
。
現
在
、
ペ
ッ
ト
同

伴
の
防
災
訓
練
や
避
難
所
に

お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
る
。
県
獣
医
師

会
・
県
動
物
愛
護
推
進
委
員

等
と
の
連
携
体
制
も
、
今
後

進
め
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
校

が
長
引
い
て
い
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
や
分
散
登
校

に
い
ち
早
く
取
り
組
ま
れ
、

教
育
の
町
、
松
田
を
印
象
付

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑴　

学
校
再
開
も
近
い
と
思

い
ま
す
が
、
給
食
再
開
に
向

け
て
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を

し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
会

計
年
度
任
用
職
員
（
調
理
員

だ
け
で
は
な
い
が
）
の
休
業

補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

⑵　

学
校
と
町
図
書
館
の
連

携
に
つ
い
て
、
今
回
の
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
で
も
子
ど
も
の

学
び
に
有
効
だ
と
考
え
ま
す

が
、
ま
ず
は
学
校
と
町
図
書

館
の
Ｈ
Ｐ
を
リ
ン
ク
す
る
事

か
ら
始
め
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

⑶　

国
は
警
戒
が
解
除
さ
れ

て
い
な
い
都
道
府
県
に
お
い

て
も
図
書
館
・
美
術
館
・
博

物
館
は
再
開
可
能
と
発
表
し

ま
し
た
。
図
書
館
の
再
開
の

見
通
し
と
そ
の
準
備
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

夏休み短縮で
夏季勤務をお願い
することに

回答（町長）

⑴　

給
食
調
理
員
に
は
、
制

度
説
明
も
含
め
４
回
の
説
明

会
を
行
い
、
ま
た
個
々
に
電

話
相
談
も
実
施
し
た
。
４
、

５
月
は
勤
務
日
数
が
少
な
か

っ
た
が
、
夏
季
休
暇
短
縮
、

ま
た
冬
季
休
暇
も
短
縮
の
可

能
性
が
あ
り
、
年
間
通
す
と

例
年
よ
り
僅
か
に
少
な
い
ほ

ど
の
見
込
み
で
ご
理
解
頂
い

て
い
る
。
ま
た
休
業
中
に
代

替
の
仕
事
を
希
望
す
る
方
に

は
割
り
振
っ
て
い
る
。
そ
の

他
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
も
、
説
明
の
上
、
希

望
者
に
は
代
替
業
務
を
極
力

振
り
分
け
て
い
る
。

⑵　

有
効
性
も
考
慮
し
、
学

校
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

担
当
部
署
と
も
検
討
す
る
。

⑶　

町
図
書
館
は
６
月
２
日

よ
り
再
開
し
た
。
三
密
回
避

の
た
め
滞
在
時
間
約
30
分
、

閲
覧
席
の
椅
子
減
な
ど
工
夫

す
る
。
来
館
者
に
は
検
温
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
消

毒
、
名
簿
の
記
載
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

水遊びするペットたち

寄小学校の給食調理員の方々

質
問
者

　

唐
澤　

一
代　

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

追
加
の
対
策
案
に
つ
い
て

質
問
者

　

平
野  

由
里
子　

議
員

教
育
活
動
の
再
開
に
向
け
て

リモートワークのイメージ図
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第
１
回
臨
時
会

　

４
月
17
日
に
第
１
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
承
認
３
件
、

補
正
予
算
１
件
の
審
議
を
し

ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
松
田
町

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
度
松
田
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

こ
の
２
議
案
は
、
国
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応

策
」
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
の
一
部
改
正
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
被
保
険
者
等
に
傷
病
手

当
金
を
支
給
す
る
規
定
を
設

け
、
補
正
予
算
で
、
傷
病
手

当
諸
費
を
追
加
し
ま
す
。

　

速
や
か
な
手
当
金
支
給
の

た
め
に
専
決
処
分
を
し
た
の

で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９

条
第
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
））

　

平
成
27
年
度
に
町
土
地
開

発
基
金
で
購
入
し
た
土
地

（
寄
字
一
番
）
が
落
札
さ
れ
、

土
地
売
買
契
約
締
結
ま
で
の

時
間
が
無
い
た
め
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
０
０
万
円

増
額
し
、
予
算
総
額
を
50
億

９
１
０
０
万
円
と
す
る
補
正

予
算
を
専
決
処
分
し
、
そ
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
等

へ
の
支
援
、
高
齢
者
等
の
移

動
手
段
確
保
の
助
成
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
導
入
等
の
実
施

の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
４

５
０
０
万
円
の
繰
入
ほ
か
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
０
０
０

万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
51
億
５
１
０
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

第
２
回
臨
時
会

　

５
月
19
日
に
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
承
認
、
条
例

改
正
、
補
正
予
算
各
１
件
の

審
議
を
し
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
））

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
経

費
の
予
算
成
立
に
伴
い
、
特

別
定
額
給
付
金
（
国
民
一
人

当
た
り
10
万
円
）
及
び
臨
時

特
別
給
付
金
（
児
童
手
当
対

象
の
子
ど
も
一
人
あ
た
り
１

万
円
）
の
給
付
に
急
施
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
11
億
４
２
４
１
万

５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
62
億
９
３
４
１
万
５
千

円
と
す
る
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
、
そ
の
承
認
を
求
め

る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
総
合
対
策
事
業
の
財
源

と
し
て
、
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
給
与
を
６
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
１
０
０
分
の
20
に
相
当
す

る
額
５
５
１
万
３
千
円
を
減

額
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
経
済
活
動
に
影
響

を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
や

個
人
事
業
主
等
に
対
す
る
支

援
、
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活

支
援
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、

歳
出
予
算
を
組
み
替
え
る
も

の
で
す
。

議 案 審 議 結 果 一 覧
第1回臨時会（4月17日） ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　承…承認

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

承認 2 専決処分の承認を求めることについて （松田町国民健康保険条
例の一部を改正する条例） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 専決処分の承認を求めることについて （令和2年度松田町国民
健康保険事業特別会計補正予算（第１号）） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 専決処分の承認を求めることについて （令和2年度松田町一般
会計補正予算（第１号）） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案27 令和2年度松田町一般会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※　飯田一議長は採決に加わらない。

売却地（寄字一番地・点線内）

売却地

湯の沢地区
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第2回定例会（6月議会） ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　同…同意

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案30 松田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 松田町介護保険条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 松田町公園条例等の一部を改正する条例 産業厚生常任委員会へ付託・継続審査

33 令和2年度松田町一般会計補正予算 （第5号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 3 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 1 松田町議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する
条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案34 令和2年度松田町一般会計補正予算 （第6号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　飯田一議長は採決に加わらない。
※　 議案第32号は産業厚生常任委員会へ付託し、閉会中の継続審査となり採決は行っていない。
※　 発議第1号は、地方自治法第112条（…議員は、議会の議決すべき事件につき、議会に議案を提出することができる。）によ

る。

第2回臨時会（5月19日） ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　承…承認

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

承認 5 専決処分の承認を求めることについて （令和2年度松田町一般
会計補正予算 （第3号）） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案28 松田町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 令和2年度松田町一般会計補正予算 （第4号）） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　飯田一議長は採決に加わらない。
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令和元年度　政務活動費　収支報告
　政務活動費とは、地方自治法及び松田町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究・そ
の他の活動を支援するために、必要な経費の一部として交付するものです。
　交付額は、１人当たり月額5,000円です。年度の初めに１年分（60,000円）を交付し、使用しなかった分は
年度末に返還することになっています。
　 令和元年度の政務活動費の使途は、松田町で政治課題となっている諸般のテーマを研究するために先進地
への視察（調査旅費・研修費）や書籍の購入等に使用しました。
 （単位：円）

議員氏名 交付額

支　　出　　額

返還額 主な支出内容①
調査旅費
・研修費

②
資料作成
・購入費

③
広　報
広聴費

④
事務費 支出計

唐澤　一代
（10月～３月）

30,000 56,044 0 0 0 56,044 0 ①視察旅費（※２）

古谷星工人
（10月～３月）

30,000 56,044 0 0 0 56,044 0 ①視察旅費（※２）

内田　　晃
（10月～３月）

30,000 56,044 0 0 0 56,044 0 ①視察旅費（※２）

寺嶋　　正
（10月～３月）

30,000 56,044 0 0 0 56,044 0 ①視察旅費（※２）

平野由里子 60,000 58,544 0 39,289 0 97,833 0 ①視察旅費（※２）、研修費（財政研
修会）③議会報告広報紙印刷代

田代　　実 60,000 56,044 0 0 2,250 58,294 1,706 ①視察旅費（※２）
④事務消耗品購入費

井上　栄一 60,000 59,044 14,671 0 0 73,715 0 ①視察旅費（※２）、研修費（財政研
修会）②書籍購入費

南雲まさ子 60,000 56,044 9,500 0 0 65,544 0 ①視察旅費（※２）
②書籍購入費

中野　　博 60,000 0 8,140 0 0 8,140 51,860 ②書籍購入費

飯田　　一 60,000 86,296 0 0 0 86,296 0 ①視察旅費（※１、※２）

齋藤　　永 60,000 86,296 0 0 0 86,296 0 ①視察旅費（※１、※２）

大舘　秀孝 60,000 85,796 11,797 0 0 97,593 0 ①視察旅費（※１、※２）
②書籍購入費

利根川　茂
（4月～9月）

30,000 0 39,216 0 0 39,216 0 ②書籍購入費

小澤　啓司
（4月～9月）

30,000 30,252 0 0 0 30,252 0 ①視察旅費（※１）

石内　　浩
（4月～9月）

30,000 0 15,120 0 0 15,120 14,880 ②書籍購入費

鈴木　眞德
（4月～9月）

30,000 0 0 0 0 0 30,000 

合　計 720,000 742,492 98,444 39,289 2,250 882,475 98,446 

視察の主な内容
※１　宮城県気仙沼市、唐桑町　⇒　 東日本大震災遺構「伝承館」、　唐桑御殿「つなかん」、「唐桑町まちづ

くり協議会」Ｉターン（民間活力）によるまちづくり
※２　岡山県奈義町、西粟倉村　⇒　 「奈義町役場」子育て支援について、「西粟倉村」ローカルベンチャー、

「旧野崎家住宅」、「児島ジーンズストリート」

令和２年度分の政務活動費は、「令和２年第２回議会定例会」において、新型コロナウイルス
感染症拡大による住民生活への影響及び厳しい社会経済情勢を鑑み、活動経費を議員が自己負
担することとして支給しないこととしました。
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６
月
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
短
縮
日
程
に
よ
る
２
日
間
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
傍
聴
席

は
２
ｍ
間
隔
と
し
５
席
に
縮
小
、

議
員
・
職
員
・
傍
聴
者
全
員
が

マ
ス
ク
着
用
で
臨
む
景
色
は
、

３
月
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

　

松
田
町
議
会
で
は
、
社
会
経

済
の
情
勢
を
鑑
み
令
和
２
年
度

の
政
務
活
動
に
係
る
経
費
を
全

額
カ
ッ
ト
と
す
る
た
め
の
条
例

改
正
を
、
議
員
提
案
に
よ
り
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
報
酬

の
減
額
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
、

年
内
ま
で
に
提
案
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
頃
ま
で
に
は
、
平
穏

な
生
活
が
戻
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

�

（
田
代
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

南
雲
ま
さ
子

　

副
委
員
長　

唐
澤　

一
代

　

委

員　

古
谷
星
工
人

　

委

員　

田
代　
　

実

　

委

員　

飯
田　
　

一

　

委

員　

大
舘　

秀
孝

松田山最明寺「開山８００年」
松田町庶子自治会　会　長　　青木 治さん（城山在住）

※「住みやすい町を目指して」活動されている方や団体が、このコーナーに掲載を希望される場合は下記までご連絡ください。

第3回定例会は9月9日（水）開会　　　新型コロナウイルス対策のため
傍聴は5席となっております。発熱等症状がおありの方はご遠慮ください。

最明寺と巡行供養の由来
　最明寺の建立は、鎌倉時代まで遡ります。
1221年浄蓮房源

げん

延
えん

上
しょう

人
にん

という方が、長野の
善光寺如来を模して仏像を鋳造し、それを本尊
として開山されました。1249年頃には、当
時の5代執権北条時頼より寄進もあり隆盛し
ました。その後、室町時代後期の戦乱が続き、
1470年、最明寺
は大井町金子に移転
しました。
　庶子の人々は、寺
の移転を悲しみ新た
に桧で「阿弥陀如来
立像」を作り、「背
負い厨

ず

子
し

」に安置、
家々を巡行供養する
ようになりました。
室町時代の作と言わ
れており、松田町文化財の指定を受け、町民文
化センターに展示されています。
　現在は新たに製作した小型の厨子・仏像が巡
行し、4月10日の例祭では、新・旧の阿弥陀
如来像を最明寺史跡公園の祭壇に安置、ご供養
しております。
庶子自治会の組織と運営
　庶子自治会は会員数69名で、正副会長3役

3名と各地区から7名の役員、会計監査役の監
事2名、さらに「最明寺世話役」4名、「桜観
音世話役」4名で順番にしております。
　毎年2月に総会を行い１年間の総括と今後の
計画を提案・採決しています。例年4月の最明
寺例祭に向け、2月から準備に入りますが、今
年は新型コロナウイルス感染回避から文書によ

る連絡としました。
令和３年は
盛況な開催を祈念
　今年の例祭は、新
型コロナ感染症の影
響で来賓の招待を断
念し、本部役員のみ
の自粛開催となりま
したが、最明寺住職
ほか6名の皆様によ
りご供養できたこと

に安堵しております。
　来年は開山800年という大きな節目の年を
迎え、例祭が盛況にできますよう祈念しており
ます。
　私たちは、今後も地区の安

あん

寧
ねい

と繁栄、伝統あ
る行事を継続、次世代へ引き継ぐことが重要と
考えています。令和3年4月10日、ぜひ松田
山の最明寺史跡公園にお越しください。

令和2年4月10日の例祭は自粛開催


